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今道友信氏からプレゼントして頂いた著書
「エコエティカ」とサインと日付。その日

は、太平洋戦争開始の日であった
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第㉕回

コラム▼
は
じ
め
に

―
技
術
と
社
会

い
ま
か
ら
18
年
も
前
に
な

る
が
千
葉
大
学
で
日
本
機
械

学
会
の
技
術
と
社
会
部
門
の

講
演
会
を
開
催
し
た
。
筆
者

の
勤
務
先
で
あ
り
幹
事
と
し

て
講
演
会
を
企
画
し
た
。
こ

の
部
門
は
、
機
械
学
会
に
あ

り
な
が
ら
、
い
わ
ゆ
る
先
進

技
術
や
要
素
技
術
に
つ
い
て

で
は
な
く
、
技
術
と
社
会
と

の
連
関
と
歴
史
、
そ
し
て
教

育
な
ど
を
テ
ー
マ
と
し
て
い

る
。
技
術
と
社
会
の
部
門
の

看
板
コ
ピ
ー
に
は
、
「
技
術

と
社
会
の
関
連
を
巡
っ
て
…

過
去
か
ら
未
来
を
訪
ね
る
」

を
掲
げ
て
い
る
。

そ
の
講
演
会
は
、
日
本
設

計
工
学
会
の
共
催
と
し
て
も

行
な
わ
れ
、
次
の
七
分
野
で

39
の
講
演
が
あ
っ
た
。

「
機
械
技
術
史
・
工
学
史]

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
・
環
境
教

育
」「
技
術
教
育
・
工
学
教
育

(

１)

」「
技
術
教
育
・
工
学
教

育(

２)

」「
工
業
科
高
校
生
研

究
発
表
会
」「
設
計
教
育
・
Ｃ

Ａ
Ｄ
教
育
（
１
）」「
設
計
教

育
・
Ｃ
Ａ
Ｄ
教
育
（
２
）」

風
力
発
電
の
推
進
者
で
あ

る
牛
山
泉
氏
は
「
機
械
技
術

史
・
工
学
史]

の
分
野
で
、

「
大
型
風
力
発
電
機
の
技
術

史
的
考
察
―
大
型
化
の
推
移

と
次
世
代
風
車
の
課
題
―
」

い
う
題
目
で
講
演
さ
れ
た
。

ち
な
み
に
筆
者
は
「
環
境
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
教
育
に
お
け
る

明
示
知
と
暗
黙
知
」
の
ほ
か

２
件
の
講
演
を
し
た
。

▼
今
道
友
信
と

　「
エ
コ
エ
テ
ィ
カ
」

こ
う
し
た
一
般
講
演
の
の

ち
に
、
特
別
講
演
と
し
て
企

画
し
た
の
が
、
哲
学
者
・
美

学
者
の
今
道
友
信
氏
に
よ
る

「
技
術
連
関
の
意
味
と
今
日

的
背
景
」
で
あ
っ
た
。
同
氏

に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に

紹
介
さ
れ
て
い
る
。

１
９
２
２
年
東
京
生
ま

れ
、
１
９
４
８
年
東
京
大
学

文
学
部
哲
学
科
を
卒
業
、
同

大
学
院
を
経
て
、
パ
リ
大

学
、
ヴ
ェ
ル
ツ
ブ
ル
ク
大
学

で
非
常
勤
講
師
を
つ
と
め
、

１
９
６
２
年
よ
り
東
京
大
学

文
学
部
に
移
り
教
授
、
１
９

８
２
年
に
定
年
退
職
、
現
在

英
知
大
学
大
学
院
長
、
１
９

８
１
年
哲
学
国
際
セ
ン
タ
ー

を
創
設
以
後
現
在
ま
で
所

長
。
１
９
９
６
～
99
年
パ
リ

哲
学
国
際
研
究
所
所
長
、
国

際
形
而
上
学
会
会
長
、
国
際

美
学
会
名
誉
会
長
、
国
際
エ

コ
エ
テ
ィ
カ
学
会
会
長
を
つ

と
め
る
。

こ
の
講
演
会
の
時
代
に

は
、
い
ま
で
い
う
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

は
未
だ
掲
げ
ら
れ
て
は
い
な

か
っ
た
が
、
こ
の
コ
ラ
ム
の

主
題
で
あ
る
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
Ｓ
／

安
全
な
国
産
グ
リ
ー
ン
社

会
」
に
は
合
致
し
て
お
り
、

と
り
わ
け
、
今
道
友
信
氏
の

提
案
の
「
技
術
連
関
」
は
、

「
エ
コ
エ
テ
ィ
カ
」（Eco-

Ethica

）
の
根
本
理
念
で
あ

り
、
以
下
に
紹
介
し
た
い
。

▼
技
術
連
関
と

エ
コ
エ
テ
ィ
カ

い
ま
、
わ
れ
わ
れ
は
21
世

紀
の
四
半
期
に
生
き
て
い
る

が
、
今
道
友
信
は
前
世
紀
を

振
り
返
っ
て
、
20
世
紀
の
前

半
と
そ
れ
以
降
で
は
、
人
権

の
尊
重
と
い
う
面
で
、
次
の

点
で
相
違
が
み
ら
れ
る
と
分

析
し
て
い
る
。

20
世
紀
前
半
に
お
い
て

は
、
女
性
に
は
参
政
権
は
な

く
、
ま
た
社
会
的
な
風
習
と

し
て
大
学
で
の
学
問
も
女
性

に
は
決
し
て
公
平
に
開
か
れ

て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
20

世
紀
後
半
以
降
、
男
女
の
そ

の
よ
う
な
格
差
は
取
り
払
わ

れ
、
平
等
の
権
利
が
与
え
ら

れ
た
。
ま
た
、
障
害
者
と
健

常
者
と
い
う
枠
組
み
も
少
し

ず
つ
取
り
払
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
。
そ
の
背
景
に

あ
る
も
の
は
、
人
類
の
人
権

の
確
立
が
も
た
ら
し
た
成
果

で
あ
る
と
同
時
に
、
科
学
技

術
の
普
及
に
よ
る
省
力
化
に

よ
っ
て
促
進
さ
れ
た
こ
と
、

と
述
べ
て
い
る
。

ま
た
19
世
紀
か
ら
進
め
ら

れ
て
き
た
労
働
者
の
社
会
的

権
利
の
拡
大
や
、
そ
の
他
の

人
権
差
別
の
撤
廃
の
運
動
な

ど
が
、
福
祉
並
び
に
科
学
技

術
政
策
を
重
視
す
る
思
潮
の

中
で
、
20
世
紀
に
お
い
て
実

現
さ
れ
た
も
の
。
ま
た
、
ハ

ン
セ
ン
氏
病
や
結
核
な
ど
は

不
治
の
病
で
あ
っ
た
し
、
ま

た
月
に
人
間
が
降
り
立
つ
こ

と
な
ど
も
誰
も
夢
に
も
思
わ

な
か
っ
た
。
が
、
20
世
紀
の

後
半
に
な
る
と
、
そ
れ
ら
の

病
は
完
治
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
。
さ
ら
に
、
人
間
は
月

に
降
り
立
つ
と
こ
ろ
か
、
今

や
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
建

設
し
、
地
球
と
宇
宙
を
ロ
ケ

ッ
ト
で
行
き
来
で
き
る
ま
で

に
な
っ
た
。
こ
れ
は
科
学
技

術
が
我
々
に
も
た
ら
し
た
利

点
で
あ
る
。

だ
が
そ
の
一
方
で
科
学
技

術
は
、
恐
ろ
し
い
破
壊
力
の

軍
事
兵
器
の
発
明
を
通
し

て
、
戦
闘
行
為
や
テ
ロ
リ
ズ

ム
な
ど
の
形
で
、
信
じ
ら
れ

な
い
ほ
ど
多
く
の
人
々
を
殺

害
し
た
。
そ
の
失
わ
れ
た
生

命
こ
そ
が
人
権
の
基
礎
で
あ

り
我
々
が
最
も
尊
重
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ

る
。
も
ち
ろ
ん
人
類
の
福
祉

に
と
っ
て
科
学
技
術
が
有
益

な
働
き
を
し
、
我
々
も
そ
の

恩
恵
に
与
っ
て
い
る
が
、
そ

れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
科
学
技

術
が
文
明
の
様
々
な
領
域
に

お
い
て
、
悲
惨
な
死
の
原
因

と
な
っ
て
い
る
と
い
う
事
実

を
看
過
し
て
は
な
ら
な
い
。

科
学
技
術
を
用
い
て
新
た

な
発
明
を
試
み
る
と
い
う
そ

の
可
能
性
の
模
索
自
体
は
悪

い
こ
と
で
は
な
い
が
、
そ
の
場

合
に
問
題
と
な
る
の
は
精
神

的
態
度
で
あ
る
。
好
奇
心
が
大

切
で
、
こ
れ
こ
そ
が
科
学
の
進

歩
、
技
術
的
創
造
の
原
動
力
だ

と
い
う
人
々
が
多
い
。
が
、
好

奇
心
が
科
学
技
術
的
創
作
の

理
念
、
あ
る
い
は
学
問
的
理
論

の
科
学
技
術
へ
の
応
用
の
理

に
は
不
完
全
で
、
時
に
は
人
間

の
生
命
を
脅
か
す
こ
と
に
も

な
り
、
許
し
が
た
い
も
の
で
あ

る
。
こ
の
好
奇
心
は
、
殺
人
光

線
を
発
明
し
た
り
、
自
己
の
身

代
わ
り
と
し
て
行
動
す
る
ク

ロ
ー
ン
人
間
を
製
造
し
た
り

す
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
。

そ
れ
ゆ
え
科
学
技
術
を
用

い
る
人
間
の
活
動
に
つ
い

て
、
冷
静
な
反
省
を
持
つ
こ

と
が
21
世
紀
の
課
題
な
の
で

あ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
科

学
技
術
に
囲
ま
れ
た
人
間
が

安
全
に
、
よ
り
善
く
生
き
る

た
め
に
、
新
し
い
時
代
に
即

し
た
道
徳
に
つ
い
て
考
え
る

と
い
う
こ
と
は
、
我
々
に
と

っ
て
の
差
し
迫
っ
た
課
題
の

一
つ
で
あ
る
。

科
学
技
術
は
人
類
の
営
み

の
た
め
の
「
道
具
」
で
あ
っ

た
。
だ
が
１
９
７
０
年
頃
を

境
と
し
て
、
そ
れ
は
道
具
と

し
て
の
も
と
も
と
の
性
格
を

維
持
し
な
が
ら
技
術
連
関
と

い
う
環
境
に
な
っ
た
。
技
術

連
関
は
今
や
、「
周
り
の
状

況
」
と
し
て
の
「
環
境
」
を

超
え
て
い
る
。
そ
れ
ま
で

は
、「
環
境
」
と
い
え
ば
一

般
に
人
間
の
活
動
の
次
元
と

し
て
のoikos

（
オ
イ
コ
ス

＝
家=eco

）
で
あ
っ
た
が
、

今
や
宇
宙
の
星
座
間
的
な
場

か
ら
我
々
自
身
の
体
に
埋
め

込
ま
れ
た
ナ
ノ
・
ス
ペ
ー
ス

あ
る
い
は
フ
ェ
ム
ト
・
ス
ペ

ー
ス
に
ま
で
「
環
境
」
は
拡

大
さ
れ
て
い
る
。

人
類
の
新
し
い
環
境
で
あ

る
「
技
術
連
関
」
は
、
新
し

い
種
類
の
抽
象
を
生
み
出
し

て
い
る
。
つ
ま
り
我
々
は
結

果
を
抽
象
し
、
過
程
と
し
て

の
経
過
を
捨
象
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
技
術
連
関
は
経
過

と
し
て
の
時
間
を
圧
縮
し
、

短
縮
し
、
そ
し
て
縮
約
す
る

の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
換
言

す
れ
ば
、
時
間
を
限
り
な
く

無
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ

と
に
な
ろ
う
。
経
過
と
し
て

の
時
間
は
、
精
神
的
な
個
体

に
と
っ
て
の
内
省
的
な
、
一

種
の
苦
行
の
よ
う
な
修
練
の

場
で
あ
っ
た
が
、
す
で
に
技

術
連
関
の
中
の
い
た
る
と
こ

ろ
で
無
化
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。

こ
れ
は
重
大
な
問
題
で
あ

る
。
な
ぜ
な
ら
人
間
の
本
質

は
肉
体
で
は
な
く
意
識
で
あ

り
、
意
識
の
本
質
は
時
間
で

あ
り
、
つ
ま
り
時
間
は
意
識

の
ト
ポ
ス
（
場
）
で
あ
り
、

従
っ
て
時
間
の
無
化
は
意
識

の
無
化
を
意
味
す
る
か
ら
で

あ
る
。

▼
持
続
可
能
な

Ｇ
Ｓ
の
た
め
に

あ
ら
ゆ
る
哺
乳
動
物
は
、

次
世
代
に
対
し
て
責
任
が
あ

る
。
そ
れ
ら
は
仔
を
生
み
、

仔
に
ど
の
よ
う
に
行
動
す
る

か
を
教
え
、
餌
場
を
伝
え
、

ど
こ
に
隠
れ
る
か
、
ど
こ
に

棲
む
か
を
示
し
、
そ
し
て
最

後
に
侵
入
者
に
対
し
て
ど
の

よ
う
に
闘
う
か
を
教
え
る
の

で
あ
る
。

「
エ
コ
エ
テ
ィ
カ
」
の
思

索
に
終
わ
り
は
な
い
。
な
ぜ

な
ら
そ
れ
は
、
人
類
の
未
来

の
た
め
の
哲
学
だ
か
ら
で
あ

り
、
人
類
が
未
来
に
向
け
て

歩
み
続
け
る
限
り
、
わ
れ
わ

れ
は
エ
コ
エ
テ
ィ
カ
を
発
展

さ
せ
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
今
道
友
信
の
本
の
序
文

に
は
「
二
三
世
紀
の
た
め
の

新
し
い
倫
理
」、
副
題
と
し

て
―
希
望
が
あ
る
未
来
と
な

る
た
め
に
―
と
あ
る
。
持
続

可
能
な
Ｇ
Ｓ
の
た
め
で
も
あ

る
。　
　
　
　
　
　

（
続
）

念
と
な
っ
て
は
な
ら
な
い
。

好
奇
心
は
人
間
性
の
た
め

◆自治体総合フェア2025
会期：2025年7月16日（水）～ 18日（金）
▷時間：10：00 ～ 17：00▷会場：東
京ビッグサイト西展示棟　西3・4ホ
ール（東京都江東区有明3丁目11-1）▷
入場料：無料（要登録）▷主催：一般
社団法人日本経営協会▷問合せ・詳
細・ 登 録：https://www.noma-lgf.
com/

◆メンテナンス・レジリエンス TOKYO 
2025
会期：2025年7月23日（水）～ 25日（金）
▷時間：10：00 ～ 17：00▷会場：東
京ビッグサイト 東展示棟（東京都江
東区有明3丁目11-1）▷入場料：無料
（要登録）▷主催：一般社団法人日本
能率協会▷問合せ：03-6809-2707（問
合せデスク）

◆TECHNO-FRONTIER 2025
会期：2025年7月23日（水）～ 25日（金）
▷時間：10：00 ～ 17：00▷会場：東
京ビッグサイト 東展示棟（東京都江
東区有明3丁目11-1）▷入場料：無料
（要登録）▷主催：一般社団法人日本
能率協会▷問合せ：03-6809-2707（問
合せデスク）

◆つなぐ東北グランドフェア2025
会期：2025年7月24日（木）・25日（金）
▷時間：【24日】10：00 ～ 17：00 ／
【25日】9：00 ～ 16：00▷会場：夢メ
ッセみやぎ（宮城県仙台市宮城野区港
3丁目1-7）▷主催：ユアサ商事ほか▷
問合せ・詳細・登録：https://grand
fair.jp/gf2025/venue/tohoku/

◆下水道展’25大阪
会期：2025年7月29日（火）～ 8月1日
（金）▷時間：10：00 ～ 17：00（初日
は10：30から、最終日は16：00まで
▷会場：インテックス大阪（大阪市住
之江区南港北1-5-102）▷入場料：無
料（要事前登録）▷主催：公益社団法
人日本下水道協会▷問合せ・詳細・
登録：https://www.gesuidouten.jp/

◆第9回 JAPAN BUILD OSAKA－建築の
先端技術展－
会期：2025年8月27日（水）～ 29日（金）
▷会場：インテックス大阪（大阪府大
阪市住之江区南港北1丁目5-102）▷入
場料：無料（要事前登録）▷主催：RX
Japan▷問合せ： 03-6739-4127▷詳
細・ 登 録：https://www.japan-
build.jp/osaka/ja-jp.html

◆つなぐ中部グランドフェア2025
会期：2025年9月4日（木）・5日（金）▷
時間：【4日】10：00 ～ 17：00 ／【5

日】9：30 ～ 16：00▷会場：ポート
メッセなごや・第1展示館（愛知県名
古屋市港区金城ふ頭二丁目2番地）▷
主催：ユアサ商事ほか▷問合せ・詳
細・ 登 録：https://grandfair.jp/
gf2025/venue/chubu/

◆第4回 オートモーティブワールド [秋
] -クルマの先端技術展-
会期：2025年9月17日（水）～ 19日（金）
▷時間：10：00 ～ 17：00▷会場：幕
張メッセ ホール1～ 3（千葉県千葉市
美浜区中瀬2丁目1）▷入場料：無料

（要事前登録）▷主催：RX Japan▷問
合せ：03-6739-4102▷詳細・登録：
https://www.automotiveworld.jp/au
tumn/ja-jp.html

◆ 第24回 SMART ENERGY WEEK ～ ス
マートエネルギー WEEK ～【秋】
会期：2025年9月17日（水）～ 19日（金）
▷会場：幕張メッセ（千葉県千葉市美
浜区中瀬2丁目1）▷入場料：無料（要
事前登録）▷主催：RX Japan▷問合
せ：03-6739-4119▷詳細・登録：htt
ps://www.wsew.jp/autumn/ja-jp.
html

◆つなぐ九州グランドフェア2025
会期：2025年9月18日（木）・19日（金）
▷時間：【3日】10：00 ～ 17：00 ／

【4日】9：00 ～ 16：00▷会場：イン

テックス大阪・6号館A・B（大阪府大
阪市住之江区南港北1丁目5-102）▷主
催：ユアサ商事ほか▷問合せ・詳細・
登 録：https://grandfair.jp/
gf2025/venue/kansai/

●福島県再生可能エネルギー関連産業
推進研究会 令和7年度 第1回太陽光
分科会
会 期：2025年7月11日（金 ）▷ 時 間：
13：00 ～ 16：40▷開催方式：ハイブ
リッド（開場＋オンライン）▷会場：
ビッグパレットふくしま 4階 プレゼ
ンテーションルーム（福島県郡山市南
二丁目52番地）▷参加費：無料（事前
登録制）▷主催：福島県/問合・登録：
https://energy-agency-fukushima.
com/b_information/11460/

● バ イ オ マ ス 産 業 社 会 ネ ッ ト ワ ー ク
（BIN）第230回研究会「住宅の省エネ

基準にペレットストーブが正式登録
されるまでの過程、成果、課題」
会 期：2025年7月24日（木 ）▷ 時 間：
15：00 ～ 17：00▷開催方式：会場＋
オンライン（Zoom）▷会場：地球環境
パートナーシッププラザ室（東京都渋
谷区神宮前5-53-70 国連大学1F）▷参
加費：BIN会員＝無料／一般＝1,000
円▷問合せ・詳細・参加費支払い：

https://peatix.com/event/4464520/
view

●東京大学生産技術研究所 持続型材料
エネルギーインテグレーション研究
センター 第4回シンポジウム ～セン
ターメンバーが考える材料・エネル
ギー技術の将来と課題～
会 期：2025年7月30日（水 ）▷ 時 間：
13：30 ～ 16：25（受付開始 13:00）▷
開催方式：会場＋オンライン（Zoom）
▷会場：東京大学生産技術研究所 An
棟2階 コンベンションホール（東京都
目黒区駒場4丁目6-1）▷参加費：無料

（事前登録要）▷問合せ・詳細・参加
登 録：http://susmat.iis.u-tokyo.
ac.jp/ja/html/symposium_20250730.
html

●令和7年度新エネルギー人材育成研修
会「新エネ基礎コース」
会期：2025年7月30日（水）▷時間：9：
50 ～ 16：35▷開催方式：オンライン

（Zoom）▷参加費：【賛助会員】2万
2,000円／【一般】3万3,000円▷主
催：一般財団法人新エネルギー財団/
問合せ：03-6810-0361 ／▷登録：ht
tps://www.nef.or.jp/form?applicat
ion_form_id=109

新エネルギー関連
イベントカレンダー（7月～ 8月）

※開催日時等内容に変更が生じる場合もあ
ります。詳細は各事務局資料でご確認下さい。

学会／セミナー／講演会

展示会


